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－ 2 － 
ものを具象的に示すものです。三木清は同じ相互補完的存在論の視点から東亜協同体論を展開
しています（内田 2005 参照）。 
三木清が本格的に「東亜協同体」を最初に論じたのは、盧溝橋事件の翌年、1938 年 11 月に
公表した論文「日支を結ぶ思想」[『三木清全集』第 14 巻 185-190 ページ。以下(14:185-190)




























－ 3 － 
































－ 4 － 
木清はその書評で事実上、幸徳秋水問題を提示しました(内田 2004:78 以下参照)。 






























































トの Verstand を「悟性」とはいわず「知性」といいます(三枝 43 以下)。それは「万物を効用性
(＝貨殖)の相の下に」評価する観点となります。構想力に根ざす知性[悟性]と直観を分離し、































(1911 年)の挫折」が 1930 年代後半になって結合して、日中が提携して実現すべき東亜協同体
の形成という課題となってきました。その課題の一方の主柱が「支那の近代化」です。しかし、

































－ 8 － 
それを克服するための条件として、三木清は、二つ提示しています。第 1 に、文化を大衆化す
ること、第 2に、近代科学を受容することによって「世界観的変革」を経験すること、これで





























「日支思想問題」(15:28-35;1935 年)で中国の近代化の主体は、第 1 に、中国の青年であり、

































－ 10 － 
三木清は、中国の明治維新ともいうべき辛亥革命の延長上に、同時代の中国の動向をみてい
ます。三木清の同時代よりおおよそ 70 年前のマルクスも、1850 年代の中国論でこの中国の牢
固な制度に注目し、西洋の資本が文明を普及して宗族制を破壊するだろうと予見しました。し
かし実際は、日本帝国主義と闘争する中国共産党が土地改革をつうじてその中国のアジア的停
滞の根拠を解体します。中国大陸では、1921 年 7 月に上海で創設された中国共産党が 1934 年













水美和 48、山本 88 以下参照)、村民が汚職村長を合法的に(村民委員会組織法に従って)リコー














































































本』(『中央公論』1942 年 1 月・1942 年 4 月・1943 年 1 月)の高坂正顕・西谷啓治・高山岩男・
－ 13 － 
鈴木成高もそうです。彼らは｢グローバル・テクノクラシー｣を構築しようとする英米帝国主義
を、｢国体｣の発光する「モラリッシェ・エネルギー」でもって打破できると意気込んでいまし
た。高村光太郎は昭和 16(1941)年 12 月 8 日の当日、詩｢大詔渙発｣を書き、同年 12 月 15 日に
詩「彼らを撃つ」で、｢大詔ひとたび出でて天つ日のごとし。見よ、一億の民おもて輝きこころ
躍る[後略]｣と詠ったのです(高村 39)。竹内好も｢虹のように流れる一すじの光芒の行方を見
守って｣、「大東亜戦争と吾等の決意(宣言)」(昭和 17 年 1月)を書きました。 






(19:418)と書きました。三木清は 1942 年 1 月下旬から同年 12 月まで陸軍報道部員としてフィ






















































































































－ 17 － 
うちに絶えず存続したのである。このようにして日本は、ラッセル(Bertrand Russell)のい































































































ればなりません。三木清が論文｢生活文化と生活技術｣(1941 年 1 月)でしめした技術が技術の新











三木清が恐れていたように、日本は 1933 年 3 月、満洲問題で国際連盟から脱退しました。三
木清の将来に実現すべき世界像は一貫していました。『構想力の論理』「第 4章 経験(§21)」(1943
年 7 月)ではカントの『永久平和論』を引用してつぎのように主張しました。 
｢自然が自己を究極意図を達し得るための形式的制約は、個人の互いに矛盾する自由の破壊
に、市民的社会 bürgerliche Gesellschaft と呼ばれる一つの全体における合法的強力が対抗す
るということである。人間の自然的素質の最大の発達はこの市民的社会あるいは国家のう
ちにおいてのみ生じることができる。しかしさらに、国家は互いに他を侵害する危険があ













































史」(1940 年)を執筆しました。(2)上の(1)の関係と 1937 年 7 月 7日の盧溝橋事件(日中戦争勃
発)をきっかけに、1937 年秋、三木清は小林勇・吉野源三郎と「岩波新書」を企画し、尾崎秀
実の『現代支那論』(1939 年)を刊行します。(3)三木清も尾崎秀実も、座談会「新党運動の国







－ 22 － 
ジアの国家連合を可能にするばかりでなく、世界史の新しい段階の世界的理念の創造につらな
るというヴィジョンを共有したこと、(4)中国ナショナリズムへの共感ないし肯定をいだいてい












て書いた論文[｢新日本の思想原理｣(1939 年 1 月)・「新日本の思想原理・続篇」(1939 年 9
月)]です。この人の考えもありきたりの共産主義とずいぶん違う。共産主義とは違った方
向[ポスト・コミュニズムの思想]で人類の将来を考えていたわけです｣（石堂 1991)。 












は 1930 年代のスターリニズムを敢然と批判していましたから(内田 2004 第 4 章参照)、｢ソヴィ
エト社会主義経験｣から積極的な教訓を得ようとしていたかは疑問です。ただし、三木清が東亜
協同体論で、「日本知識人」と「(半植民地状態からの解放をめざす)中国民族主義」との結合を






に 1938 年 11 月に掲載した「日支を結ぶ思想」です。最近公表された満鉄調査部事件の資料に
よれば、満鉄調査部事件で逮捕された稲葉四郎は手記でつぎのように書いています。 

























－ 24 － 
三木清はその座談会の直後、二つの対談「林柏生・三木清〈文化運動の基調〉」(南京首都飯店、
4 月 7日)および「周仏海・三木清〈民族の問題〉」(南京財務部、4月 9 日)を行いました(『中
央公論』5 月号に掲載)。周佛海は「汪兆銘を支えた中心人物」(小林 2003:53)であり、林柏生










(1941 年 4 月)、尾崎秀実ゾルゲ事件(1941 年 10 月)、中共諜報団事件(1942 年 6 月)、満鉄調査
部事件(1942 年 9 月)、横浜事件(1944 年)は、｢いかに広汎な日本のインテリゲンチャが帝国主
義戦争に対して有言無言の抵抗をしかたを示している｣(中西 59)のです。座談会｢更正支那の課
題｣の参加者のうち、中西功は、日本帝国海軍のミッドウェー海戦における壊滅的敗北直後の
1942 年 6 月に上海で｢中共諜報団事件｣で逮捕され、同じ参加者のうち伊藤武雄・三輪武・石川
正義・具島兼三郎は同年 9月に「満鉄調査部事件」で逮捕されました(小林・福井 2004:28-29)。
岩波書店の編集者･小林勇は、1937 年秋に三木清・吉野源三郎と共に「岩波新書」を企画し、
























































かを画策し展開した、一連の治安維持法違反事件から辛くも免れた三木清は、1945 年 3 月 28
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